
ご
あ
い
さ
つ

　

令
和
７
年
、
正
月
三
が
日
は
晴
天
で
、
こ
の
間
澄

み
切
っ
た
空
気
を
吸
い
な
が
ら
、
桜
島
・
霧
島
・
開

聞
岳
の
稜
線
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
鹿
児
島
な
ら
で

は
の
山
々
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
新
年
の
ス
タ
ー
ト
を
如
何

過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
？　

い
つ
も
よ
り
長
期
の
休
暇

を
過
ご
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
た
の
で
は
。
今
年
も
健

や
か
で
幸
多
き
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　

今
年
は
巳
年
。「
新
し
い
挑
戦
や
変
化
に
対
し
て
前

向
き
な
姿
勢
を
示
す
年
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
こ
れ

か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と
を
書
き
出
す
こ
と
か

ら
で
す
よ
。」
と
い
う
提
案
を
耳
に
し
ま
し
た
。
自
分

な
り
の
ペ
ー
ス
で
試
み
た
い
で
す
。

　

さ
て
、
令
和
６
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
地
震
・

水
害
・
地
球
温
暖
化
現
象
等
の
厳
し
い
状
況
や
、
世

界
各
地
で
の
紛
争
や
政
権
交
代
の
中
、
多
く
の
人
命

が
失
わ
れ
て
ゆ
く
悲
し
い
現
実
に
、
言
葉
を
失
う
こ

と
度
々
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
特
に
印
象
深
か
っ

た
の
は
、
12
月
10
日
、
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協

議
会
に
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
授
与
さ
れ
、
代
表
委

員
の
田
中
照
己
さ
ん
が
、
受
賞
演
説
で
話
さ
れ
た
言

葉
で
し
た
。「
核
兵
器
も
戦
争
も
な
い
世
界
を
求
め
て

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。」
と
、
凛
と
し
た
ス
ピ
ー
チ

を
聞
き
、
世
界
の
人
々
と
平
和
を
求
め
て
一
歩
を
踏

み
出
し
て
ゆ
き
た
い
と
切
に
願
う
こ
と
で
し
た
。
そ

し
て
、
平
和
の
大
切
さ
も
教
示
下
さ
っ
て
い
た
山
元

郁
子
先
生
は
、
６
月
16
日
に
永
眠
さ
れ
、
本
会
報
に
、

先
生
の
こ
と
を
偲
ぶ
記
事
を
掲
載
致
し
ま
し
た
。
先

生
と
の
思
い
出
は
、
同
級
生
の
方
・
教
え
を
受
け
た

立
場
の
方
・
し
お
さ
い
会
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
ご
一
緒

さ
れ
た
方
な
ど
、
夫
々
の
事
柄
が
思
い
出
さ
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

ご
家
族
の
方
に
も
、「
大

事
な
し
お
さ
い
会
の
事
を
話
し
た
い
。」
と
、
度
々
話

さ
れ
て
い
た
と
伺
い
、
先
生
の
熱
い
思
い
を
引
き
継
ぎ

た
い
と
思
う
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）。

こ
れ
ま
で
健
康
福
祉
（
と
り
わ
け
介
護
保
険
）
の
世
界

で
は
、「
来
た
る
２
０
２
５
年
課
題
」
と
し
て
、
人
口

構
成
や
制
度
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
続
け
て
き
ま
し

た
。
日
本
の
年
間
出
生
数
の
減
少
と
死
亡
者
数
の
増
加
、

介
護
人
材
の
不
足
等
々
、
想
定
を
超
え
る
厳
し
い
状
況

の
真
っ
た
だ
中
で
す
。「
自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助
」

様
々
の
手
立
て
を
駆
使
し
て
乗
り
切
っ
て
ゆ
き
た
い
で

す
。
国
は
、「
次
な
る
２
０
４
０
年
を
目
指
し
て
」
と
、

検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。「
多
様
な
生
き
方
・
働
き
方
・

そ
し
て
考
え
方
が
存
在
す
る
中
で
、
保
健
師
に
期
待
さ

れ
て
い
る
自
律
し
た
専
門
職
と
は
？
」
の
テ
ー
マ
は
、

こ
れ
ま
で
も
追
い
続
け
て
き
た
も
の
で
、
更
に
期
待
の

高
ま
り
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

更
に
は
、
来
年
（
令
和
８
年
）
度
か
ら
、
鹿
児
島
大

学
の
保
健
師
課
程
が
大
学
院
化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
準
備
に
大
学
で
は
多
方
面
で
力
を
尽
く
し
て
お
ら
れ
、

期
待
は
大
き
く
膨
ら
み
ま
す
。

　

さ
い
ご
に
、「
し
お
さ
い
会
」
の
今
年
の
動
き
に
つ

い
て
案
内
い
た
し
ま
す
。
本
会
報
に
も
記
し
て
お
り
ま

す
「
第
23
回
同
窓
会
と
懇
親
会
」
を
計
画
し
、
そ
れ
に

向
け
て
準
備
中
で
す
。
久
し
振
り
に
、
皆
さ
ん
と
会
談

出
来
る
こ
と
を
心
よ
り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
本

年
度
を
も
っ
て
、
保
健
学
科
に
お
け
る
保
健
師
の
養
成

課
程
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
新
規
会
員
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
も
、
皆
様
と
検
討
し
た
い
事
項
で
す
。

今
後
も
同
窓
会
の
活
動
に
関
心
を
寄
せ
て
頂
き
、
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
月
記
）

鹿
児
島
大
学
保
健
師
同
窓
会

し
お
さ
い
会
会
長

兒
　
島
　
淳
　
子
（
昭
和
53
年
卒
）
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●講話１「子ども食堂で地域を元気にする」
　　　　　　ボランティア団体「チームMaru」
　　　　　　　　代表　西村　るり子（昭和 54年卒）

ボランティア団体「チーム Maru」は、
子ども一人ひとりの育ちを応援するこ
とを目的とし、給食調理師、医療・福
祉職、保育士等で構成。

地域コミュニティの弱体化により、
地域のつながりの再構築が必要となっ
ている現状において、「子ども食堂」は
「居場所」、多世代交流の場などの機能

が求められ。「ほっぺ食堂」は、「ケア付食堂」としての機
能を持っている。
　本県は全国でも有数の貧困率。貧困は見た目ではわかり
にくく、訪問し空っぽの冷蔵庫を見て確認することも。貧
困の連鎖を断つことで明るい未来を目ざしたい。
　「ほっぺ食堂」の活動の一つが、学校給食の調理師が百食
の美味しい弁当を作り、「みんなで食べると美味しい」体験
や「食育の場」。
　もうひとつの活動として、経済的困窮者やひとり親世帯
などに食品を無料配布する「フードパントリー」にも取り
組む。食品等は、多くの企業や個人から寄付されたもの。
地域には誰かのお役にたちたいと考える人たちはたくさん
いて、家庭菜園で作った無農薬の野菜を届けてくれる方も
いる。

　また、貧困家庭等の子どもの「体験格差」を減らすため、
保育士や大学生と一緒に楽しい遊びの活動もしている。ワ
クワクすれば自然とこころも動き出すため、様々な体験に
よりこころの成長を促す。
　更に、生活上の課題を抱えながらも自ら援助にアクセス
できない個人や家族に対しては、積極的に対象者のいる場
所に出向いて働きかける「アウトリーチ（訪問支援）」にも
取り組んでいる。
　「お弁当のおばちゃん」がお弁当を個別宅配しながら、生
活の様子を把握し、問題解決につなげる。このスタイルは、
真に困難を抱える方たちからは受け入れられやすい。
　自宅への訪問ができにくい方とは「バックミラーを赤く
した車」で、コンビニの駐車場で会うことも。初対面の方
にもわかりやすいようにバックミラーは赤くしている。
　これからも、深刻化する「社会的孤立」に対応するため「伴
走型支援」でつながり続けたい。本当の支援は「幸せにな
るための支援」で、大切なのは「まなざし」と「姿勢」。「明
日があるように」できる人ができる時にできることをする。
　困っている当事者は社会を良くする「種」を持っている。
個人の問題を社会化し、社会の取組で解決していくことが
大事。「おばちゃん」は地域の総称、おばちゃんが地域の課
題に取り組むことで地域も元気になる。 
　これらの活動を続けていく原動力は「助けて」と助けを
求める当事者の方々の真の声。この声を聞ける（言っても
らえる）ようになるには、真に信頼される関係になるまで「や
さしい眼差し」と「視点」で関わり続けることが大事。

○計画立案から関係機関へ案
内、開催場所の手配、参加
者募集、準備、当日の実施、
実施後の評価まで一連の作
業をメンバーで実施
○工夫していること

【開催前】
・あいさつ回り(鹿児島市役所･ひきこもり地域支援セン

ター)
・ポスター配布
・感染予防対策
・対象に合わせて関りができるよう参加者の情報共有

【開催中】
・スタンプラリー（ホットスポットカード）：３回参加で景

品プレゼント
・安全に配慮：道路に飛び出さないようドアを閉める、様子

の観察
・話す時の目の位置：その子の目線に合わせてしゃがむ。
・笑顔で接する：親しみやすいお兄ちゃん、お姉ちゃんに
・子どもたちのことを知ろうとする姿勢を持つ、特性を理

解する。

　テーマ「地域で輝くよりそい力　～お互いに学び合う～」
　令和６年５月 18日（土）に鹿児島大学医学部保健学科において、第 10回しおさい会セミナー
が開催されました。
　学生さん４名を含む 31 名の参加があり、学生さん、同窓生それぞれ２名の活動報告とディ
スカションで保健師業務のやり甲斐や面白さについて改めて考える楽しい時間となりました。

●講話２「地域ボランティアサークル
　　　　　　　　　　　　『かすみ草』活動報告」
　　　　　リーダー　本田　愛理・会計　狩宿　綾華

鹿児島大学医学部保健学科４年（令和７年卒）

　「かすみ草」は、2020 年９月に保健学科看護学専攻の学
生により設立されたボランティアサークル。「かすみ草」の
名前には、地域や地域に住む人たちのために、自分たちで
考え、企画し、実施していこうという思いが込められてい
る
１　主な活動
①フードパントリー

　チーム Maru 西村さんの食糧支援の手伝い。食材の準
備、季節に合わせたレクレーションの企画、実施
②学習支援活動「ホットスポット」

　経済的な理由により塾に通うことができない子どもや
学校に抵抗がある子どもを対象に、学習やレクレーショ
ンを実施
　子どもが安心して学習できる環境を作ることで、学習
の楽しさや将来への希望につながるよう支援

第10回
しおさい会
セミナー報告
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・勉強を教えるときに座る位置‥正面ではなく90度の位置
・勉強以外の息抜きの時間を作る‥トランプ等で交流、おやつ時間

【開催後】
・物品の片付け、消毒
・ミーティング：気づいたことや改善点、感想を共有し、次回に活かす。
③他団体や外部の方とのボランティア・活動（昨年度の活動例）
・子ども食堂
・鹿児島大学の他のボランティアサークル活動への参加

２　地域の実際
・物価の高騰、家事ができる大人がいない、学習時間が確保できない、

相対的貧困
・親子関係が複雑、一人親家庭、障害児を持つ家庭、親が働けない、

いじめ、不登校、ヤングケアラー、相談できない。
→背景は一つではない、地域で支援を必要とする対象者
　身なりや外見だけでは相対的貧困状態はわかりにくい。

・不登校に悩む子どもたちの背景は様々。これらの子ども達の思いは、
話を聞いて欲しい、寄り添ってくれる安心感。回を重ねるごとに心
を開いてくれた。

１　これまで関わってきた業務
　総務事務センター（産業保健）
　・労働安全衛生管理体制づくり
　・健康診断、健康教育、健康相談
　・ストレスチェック
　・長時間労働者の面接
　・職場復帰支援　　　　など

３　地域にもたらす活動の力
①地域の中の居場所
（地域の方にとっては）
・支援だけでなく、相談や子どもが遊んだり、交流でき

る場所
・相談できる場所のある安心感
（支援者にとっては）
・地域の現状や課題を学ぶ場
・支援者同士の交流の場
・地域とふれあえる楽しみ、憩いの場

②支援者とのつながりの場
・地域の方が野菜や食品、衣類提供
・企業のフードロスへの取組み
・専門職のボランティアの方々

保育士、税理士、保健師、調理員、ソーシャルワー
カー、心理士など

●講話３「県保健師の活動報告」　　　　　　　鹿屋保健所　地域保健福祉課　髙田　紗矢（令和３年卒）

【活動に参加して気づいた視点】

・親と子どもの両方に支援が必要

・原因が多岐で複雑。対象者への支援方法は一

つではない

・保健師一人では対応できない

・物資の支援だけではなく、自立できるように

一緒に考える

・原因を一つずつ解決していく

・まずは話を聞いてもらえる環境から、対象者

の声を拾う

　→支援するための居場所が必要

③元気をもらえる場
・支援者と対象者がお互いに支え合う存在
・対象者から活動への感謝や参加者の心境の変化を感じる

ことができ、やり甲斐を感じる。
・子どもの成長や生活の変化を一緒に喜び合える。
※大学では学べない地域の方と関わる仕事の楽しさを感じ

る。

④地域の保健師として必要な力
・保健師一人だけでなく、多職種につなげて誰でも同じ支

援が続けられるようにする。
・地域の特性を理解する。
・実際に地域の人と交流する。
・課題だけでなく、「強み」を活かした支援。
・先々に起こる問題を予測する、早めの介入を行う。
・対象者の話を聞き、寄り添う、信頼してもらうことから。

２　現在の業務
　鹿屋保健所地域保健福祉課地域支援係の保健師業務

・住民・関係者等からの相談対応
・自殺対策（自殺未遂者への支援、自殺対策ネットワー

ク会議）
・精神障害者の地域移行・地域定着支援
・自助グループ・家族支援教室
・措置業務・措置入院者退院後支援
・精神科病院の実地審査・実地指導
・管内の精神保健福祉関係機関との連絡会・定例会
・医療保護入院届等の進達業務
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　②　本人の強み
・障害福祉サービスを利用しながら、これまで独居生

活していた。
・Ａ型事業所に通所していた。
・自分から関係機関に助けを求めることができる。
・自分の気持ちや希望を言語化できる。
・保健所以外にも本人を支援する機関がある（病院、

相談支援事業所、Ｂ型作業所、基幹相談支援セン
ター、市町村など）

　③　対応
・信頼関係の構築
・傾聴、肯定的に本人と関わる。
・再入院にならないよう一緒に考えたいことを伝え

る。
・人間関係の悩みについて
　気持ちの整理、変化に寄り添う。
・受診について
　行きたくない理由を聞く、気持ちに理解を示す。
・主治医へ伝えたいことを一緒に整理､伝え方を考え

る。
・相談窓口、いつでも相談して欲しいことを伝える。
・関係機関との情報共有。訪問の報告、定例会での情

報共有

●同窓生の徳永さん、保健学科の石川助教にまとめをし
ていただき、参加者全員で写真撮影し終了しました。

　＜徳永さん＞
保健師はどこにいてもその強みを生かせる仕事。
どこにいても「くじけず」「ひるまず」「あ
きらめず」、ぜひ保健師を楽しんで欲しい。
看護師をしてからでも保健師を目指して
ほしい。

　＜石川助教＞
これからの実習や社会人になってからも
役立つ話で、学生に聞いてほしかった。
若い学生に「地域の力」を伝えていける
よう、尽力したい。

　＜参考＞
　鹿屋保健所における保健師業務
　管轄区域：２市４町
（鹿屋市、垂水市、南大隅町、錦江町、東串良町、肝付町）

　【健康企画課（課長含み９人）】
・企画管理係：保健医療計画、地域医療構想
・健康増進係：小児慢性特定疾病研究事業、不妊療費助

成、成人・高齢者保健対策（認知症）
・疾病対策係：感染症予防対策（結核管理）、難病対策

　【地域保健福祉課（３人）】
・地域支援係：精神保健福祉
・介護指導係：介護保険事業者・施設の指定、指導監査

３　心に残る事例
　措置入院後の 30 歳代、独居女性への支援
　①　退院後初めての自宅訪問

・「また入院させに来たんでしょ」、「もう来なくていい
です」　→どう関わればいいのか分からない。

・独居で生活、自宅は入院前のまま、床は物であふれて
いる。

・「保健所は入院させるところ」不信感、警戒心
・本人が抱える人間関係の問題
・精神科受診「もう行きたくない」
・環境の変化（就労継続支援事業所変更、引っ越し）

●講話終了後、３グループに分かれ感想などを 25 分程度
話し合った後、代表者が概要を発表
・顔の見える関係でつながっている素晴らしさを実感

した。
・子ども時代の愛着障害を予防する仕組みづくりが必

要だが、うまくいかない現状
・当事者の良いところをみて寄り添う支援、継続的な

支援の実践などすばらしい。
・地域の中でできることに取り組んでいくことの重要

性を学んだ。

＜自由意見＞
・地域を巻き込み支援を輪を広げて課題解決に取り組む

活動を知った。
・対象者の強みを活かした支援が印象的だった。
・グループワークの時間をもう少し取れるとよかった。

皆の思い、近況が聞けるとても貴重な機会なので。

　貴重な実践を報告くださった講師の方々、参加くださった皆さん、本当にありがとうございました。
　また、業務御多忙の中、学生さんへの周知や会場準備など開催に向けてご尽力くださった石川助教さま、心から感謝
申し上げます。ありがとうございました。
　「保健師の仕事って素晴らしい！」「世代は違っていても、保健師というだけで仲間って感じ。仲間と話すのは楽しい！」
と改めて感動する１日でした。

（アンケートまとめ）（回答 25名）
・テーマや内容については、全員が「良かった」、開催時

期については、ほとんどの方が「丁度良い」と回答
・グループワークの時間や参加者の増加については、更

に改善や工夫が必要との意見が多かった。
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ま
た
組
織
同
士
で
協
働
し
て
地
域

づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
の
イ

メ
ー
ジ
が
少
し
で
も
で
き
た
気
が

し
ま
し
た
。

　

今
回
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
様
々
な
刺
激
や
知
見

を
得
る
こ
と
で
、
自
身
の
保
健
活

動
に
少
し
で
も
深
み
を
持
た
せ
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
職
場
や
世
代

を
超
え
た
保
健
師
同
士
の
つ
な
が

り
や
意
見
交
換
の
場
を
持
ち
、
保

健
師
と
し
て
の
意
識
や
価
値
観
に

非
常
に
良
い
変
化
を
も
た
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
機
会

が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
と
も
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
に
つ
い
て
講
話
を
聴
く
こ
と
が

で
き
、
当
た
り
前
で
は
あ
り
ま
す

が
、
多
く
の
方
が
色
々
な
場
所
で

様
々
な
保
健
活
動
を
さ
れ
て
い
る

ん
だ
な
と
実
感
し
、
保
健
師
の
地

域
で
の
必
要
性
や
そ
の
存
在
の
大

き
さ
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
講

師
の
方
が
何
を
大
切
に
し
て
い
る

の
か
も
話
さ
れ
て
い
て
、
一
方
的

に
指
導
す
る
の
で
は
な
く
教
わ
る

姿
勢
を
も
っ
て
関
わ
る
こ
と
、
本

人
・
家
族
の
困
り
や
生
活
背
景
を

捉
え
た
う
え
で
今
後
の
こ
と
を
一

緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
な
ど
、
保

健
師
と
し
て
基
本
で
も
、
忘
れ
て

し
ま
い
そ
う
な
こ
と
を
改
め
て
意

識
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
自

身
の
保
健
活
動
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
で
の
語
り
合

い
の
中
で
は
、
個
別
支
援
を
積
み

上
げ
、
地
域
課
題
へ
の
支
援
体
制

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
保
健
師

活
動
の
目
的
で
あ
る
と
い
う
話
題

も
出
ま
し
た
。
学
生
の
頃
は
知
識

と
し
て
習
っ
て
も
あ
ま
り
イ
メ
ー

ジ
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
保

健
師
と
し
て
働
き
始
め
、
さ
ら
に

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
感
じ

た
保
健
師
同
士
の
つ
な
が
り
の
重

要
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
個
人

だ
け
で
な
く
広
く
組
織
と
し
て
、

た
。
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
で
、
し

お
さ
い
会
内
の
つ
な
が
り
の
強
さ

も
感
じ
ま
し
た
。
卒
業
後
も
、
し

お
さ
い
会
の
よ
う
な
共
有
し
合
え

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
参
加
で
き
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

❖　
　
　

❖　
　
　

❖

　
　
　
　

鹿
児
島
市

　
　
　
　
　

西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

和
喜

　
　
　
　
　
　
　
（
令
和
２
年
卒
）

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
私
は

今
回
、
初
め
て
こ
の
し
お
さ
い
会

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
職
場
や
世
代
を
超
え

て
、
多
く
の
保
健
師
の
方
々
と
知

り
合
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
セ
ミ

ナ
ー
や
小
グ
ル
ー
プ
で
の
語
り
合

い
を
通
し
て
様
々
な
刺
激
を
受
け
、

と
て
も
新
鮮
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
鹿
屋
保
健
所
で
の
精
神

保
健
分
野
支
援
や
、
子
ど
も
食
堂

で
の
事
例
、
鹿
児
島
大
学
の
学
生

さ
ん
の
保
健
活
動
サ
ー
ク
ル
「
か

す
み
そ
う
」
で
の
活
動
な
ど
、
普

段
な
か
な
か
知
る
機
会
が
な
い
こ

　
　
　

鹿
児
島
大
学
医
学
部

　
　
　
　
　
　
　

保
健
学
科
４
年

　
　
　
　
　
　
　

加
治
佐　

千
咲

　
　
　
　
　
　
　
（
令
和
７
年
卒
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
チ
ー
ム

M
aru

の
講
話
で
は
、
子
ど
も
食

堂
の
設
立
運
営
に
は
地
域
住
民
を

巻
き
込
む
力
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
、

地
域
間
で
ま
わ
し
て
い
き
支
援
の

輪
を
広
げ
て
い
る
こ
と
な
ど
保
健

師
の
役
割
が
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も

食
堂
で
は
人
の
あ
た
た
か
さ
を
経

験
す
る
場
で
も
あ
る
と
い
う
点
が

印
象
的
で
し
た
。
必
要
な
物
資
の

み
を
支
給
す
る
の
で
は
な
く
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
体
験
活
動
の

実
施
で
豊
か
な
経
験
を
育
む
機
会

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
地
域
が

居
場
所
に
な
る
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
か
す
み
そ
う
の
講
話
で

は
、
大
学
生
が
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
で
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
り
子
ど
も
た

ち
の
学
び
に
影
響
を
与
え
る
の
だ

と
知
り
ま
し
た
。
大
学
生
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
地
域
へ
の
支
援
が
あ

る
こ
と
や
大
学
生
が
地
域
に
関
わ

る
こ
と
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
田
さ
ん
の
講
話
で
は
、
精
神

保
健
業
務
で
の
経
験
か
ら
教
科
書

で
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
個
別

支
援
に
つ
い
て
知
り
、
精
神
保
健

に
携
わ
る
保
健
師
の
実
際
を
学
ぶ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
講
話
を
聴

い
て
、
個
別
支
援
は
本
人
の
強
み

に
も
目
を
向
け
、
関
連
機
関
と
の

連
携
強
化
や
話
を
じ
っ
く
り
聴
く

場
を
設
け
て
寄
り
添
う
こ
と
が
大

切
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
関
わ
り

方
に
関
し
て
職
場
の
仲
間
や
関
連

機
関
と
協
力
し
て
一
人
で
考
え
込

ま
な
い
こ
と
も
大
切
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
長
期
的
な
目
で
本
人
さ
ん

の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
信
頼
関
係

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
心
掛
け

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

し
お
さ
い
会
に
参
加
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
で
保
健
師
と
し
て
働

く
会
員
の
方
々
と
と
も
に
、
い
ろ

い
ろ
な
視
点
で
鹿
児
島
県
の
課
題

や
講
話
の
感
想
を
共
有
し
、
学
び

を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
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鹿
児
島
市

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
吉
野

（
令
和
６
年
卒
）

浅
谷
　
梨
子

　

私
は
、
令
和
６
年
４
月
に
鹿
児

島
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

保
健
師
と
し
て
就
職
し
、
現
在
は

吉
野
事
業
所
に
所
属
し
て
お
り
ま

す
。

　

私
が
鹿
児
島
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
就
職
し
た
の
は
、
鹿

児
島
市
の
健
康
寿
命
の
延
伸
に
貢

献
す
る
為
に
高
齢
者
福
祉
に
尽
力

し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業

務
と
し
て
は
、
高
齢
者
や
そ
の
ご

家
族
の
相
談
対
応
、「
介
護
や
支

援
を
必
要
と
す
る
前
」
の
高
齢
者

や
要
支
援
者
が
要
介
護
状
態
に
な

ら
な
い
た
め
の
介
護
予
防
ケ
ア
プ

ラ
ン
作
成
業
務
、
高
齢
者
虐
待
の

早
期
発
見
・
対
応
や
高
齢
者
の
権

利
擁
護
業
務
、
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活
す
る
た
め
に
必

要
な
援
助
・
支
援
を
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ

ス
を
包
括
的
・
継
続
的
に
提
供
で

き
る
体
制
整
備
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

保
健
師
・
社
会
福
祉
士
・
主
任
介

護
支
援
専
門
員
等
の
職
種
が
所
属

し
て
お
り
、
保
健
師
の
視
点
に
加

え
、
多
職
種
の
視
点
を
学
ぶ
こ
と

が
出
来
ま
す
。
経
験
豊
富
な
先
輩

方
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、

高
齢
者
を
医
療
・
福
祉
の
面
で
多

角
的
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
し
、
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
案
す
る
こ

と
で
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
や
心
身

の
状
態
が
改
善
し
、
高
齢
者
の
望

む
生
活
に
近
づ
け
る
こ
と
が
出
来

た
時
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

要
支
援
者
の
方
（
私
が
関
わ
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
）
の
中
に
は
、
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
の
力
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
の
力
を
借
り
て
在
宅
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
方
が

い
ま
す
。
超
高
齢
社
会
の
中
で
利

用
者
様
が
地
域
で
生
活
し
て
い
く

に
は
、
介
護
保
険
な
ど
の
公
的

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
支
援
内
容
に

限
界
が
あ
る
た
め
、
住
民
主
体
の

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
協
力

や
活
躍
が
重
要
な
も
の
と
な
っ
て

き
ま
す
。
利
用
者
様
の
在
宅
生
活

を
支
え
る
た
め
に
は
、
公
的
な
機

関
や
医
療
・
介
護
機
関
の
方
々
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
の
人
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
連
携
・
協
同

し
な
が
ら
支
援
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
日
々
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

学
ぶ
こ
と
の
多
い
毎
日
で
は
あ

り
ま
す
が
、
高
齢
者
の
方
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
生

活
で
き
る
よ
う
に
、
い
つ
で
も
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
の
立

場
に
な
っ
て
対
応
が
で
き
る
保
健

師
に
な
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
た
い
で
す
。

❖　
　
　

❖　
　
　

❖

鹿
児
島
県
高
次
脳
機
能

　

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援
員

（
昭
和
61
年
卒
）

辻
村　

伸
代

　

し
お
さ
い
会
役
員
の
川
崎
さ
ん

か
ら
柔
ら
か
な
声
で
誘
い
が
あ
り
、

紙
面
を
通
し
て
懐
か
し
い
声
を
聞

く
チ
ケ
ッ
ト
と
交
換
で
き
る
の
な

ら
、
と
筆
無
精
者
が
キ
ー
ボ
ー
ド

を
叩
い
て
い
ま
す
。

　

卒
業
後
、
養
護
教
諭
を
経
て
、

高
校
教
諭
と
な
り
福
祉
や
看
護
の

専
門
教
科
の
教
鞭
を
と
っ
て
き
ま

し
た
。

　

学
校
現
場
は
楽
し
さ
や
や
り
甲

斐
が
あ
ふ
れ
る
現
場
で
し
た
。
仮

眠
を
と
り
１
時
間
の
授
業
準
備
に

何
時
間
も
教
材
研
究
を
し
て
授

業
し
て
…
…
を
繰
り
返
す
日
々
。

も
っ
と
も
っ
と
と
試
行
錯
誤
で
授

業
を
組
み
立
て
直
し
て
い
た
毎
日

を
、
今
、
ゆ
っ
く
り
懐
か
し
ん
で

い
ま
す
。

　

思
春
期
か
ら
青
年
期
に
駆
け
上

が
っ
て
い
く
輝
き
勢
い
の
あ
る
生

徒
達
と
の
日
々
は
、
や
り
甲
斐
の

あ
る
仕
事
で
し
た
。
一
方
、
転
勤

に
伴
う
引
っ
越
し
も
単
身
赴
任
も

経
験
し
ま
し
た
。
親
の
看
護
も
介

護
も
十
分
に
し
て
あ
げ
ら
れ
な

か
っ
た
と
胸
を
締
め
付
け
る
後
悔

も
あ
り
ま
す
。「
働
い
て
い
き
な

さ
い
」
と
背
中
を
押
し
て
く
れ
た

親
の
想
い
を
受
け
な
が
ら
歩
き
続

け
て
い
る
う
ち
に
還
暦
。
赤
の
帽

子
と
お
決
ま
り
の
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン

コ
を
着
て
記
念
撮
影
す
る
そ
こ
に

は
感
謝
を
伝
え
た
い
両
親
の
姿
は

な
く
、
代
わ
り
に
孫
の
存
在
が
、

世
代
の
変
わ
り
目
で
あ
る
こ
と
を

気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
小
野
町
に
あ
る
ハ
ー

ト
ピ
ア
鹿
児
島
の
高
次
脳
機
能
障

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
支
援
員
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
セ

ン
タ
ー
は
、
疾
病
や
事
故
等
が
原

因
で
脳
機
能
障
害
が
起
こ
り
、
生

活
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
方
々
へ

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
所

で
す
。
一
見
、
見
え
な
い
障
害
と

言
わ
れ
て
い
る
障
害
で
あ
る
高
次

脳
機
能
障
害
の
症
状
へ
の
対
応
、

障
害
者
手
帳
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
相
談
等
も
受
け
て
い

ま
す
。
自
動
車
運
転
再
開
や
復
職

や
再
就
職
、
こ
こ
ろ
の
相
談
事

等
、
障
害
か
ら
派
生
す
る
様
々
な

障
害
を
和
ら
げ
、
解
決
す
る
た
め

に
、
情
報
を
伝
え
支
え
て
い
く
仕

事
で
す
。
着
任
し
て
二
年
目
、
ま

だ
ま
だ
支
援
の
基
礎
に
な
る
知
識

も
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
不
足
し

て
お
り
、
ケ
ー
ス
毎
に
気
づ
か
さ

れ
、
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
の

毎
日
で
す
。

　

さ
て
、
夕
方
、
暗
く
な
る
の
が

早
く
な
り
ま
し
た
。
今
夜
は
豚
汁

で
も
作
り
ま
し
ょ
う
か
、
保
健
婦

学
校
で
毎
日
の
生
活
を
大
事
に
重

ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
た
っ
た

１
年
の
学
校
で
し
た
が
、
多
く
の

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

恩
師　

山
元
郁
子
先
生
の
御
霊
の

ご
平
安
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

還
暦
を
迎
え
て
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せ
る
と
と
も
に
、
研
究
活
動
を
通

じ
て
学
生
の
課
題
発
見
・
解
決
能

力
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
実
現
に
は
、

教
育
・
研
究
に
お
け
る
教
員
の
役

割
に
加
え
、
現
場
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
保
健
師
の
皆
様
の
ご
支
援
と

ご
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
生
の

皆
様
が
培
わ
れ
た
知
識
や
経
験
は
、

次
世
代
を
担
う
学
生
た
ち
に
と
っ

て
大
き
な
財
産
で
す
。
私
は
今
後

も
、
同
窓
生
の
皆
様
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
、
鹿
児
島
大
学
の

誇
り
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、

時
代
の
変
化
に
即
し
た
教
育
の
発

展
に
尽
力
し
、
よ
り
充
実
し
た
学

び
の
環
境
を
築
い
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

し
お
さ
い
会
の
皆
様
に
は
、
引

き
続
き
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

令
和
７
年
４
月
１
日

山
元
先
生
を

　
　
　
偲
ん
で

　

鹿
児
島
大
学
医
学
部
保
健
学
科

　
　
　
　

地
域
包
括
看
護
学
講
座

　
　
　

公
衆
衛
生
看
護
学
領
域

　
　
　
　
　

教
授　

古
島　

大
資

　

こ
の
た
び
、
令
和
７
年
４
月
１

日
付
で
、
鹿
児
島
大
学
医
学
部
保

健
学
科 

地
域
包
括
看
護
学
講
座 

公
衆
衛
生
看
護
学
領
域
の
教
授
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
古
島
大
資
と

申
し
ま
す
。
し
お
さ
い
会
の
皆
様

に
は
こ
の
場
を
借
り
て
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
平
成
18
年
に
広
島
大
学
医

学
部
保
健
学
科
を
卒
業
し
、
埼
玉

県
に
て
行
政
保
健
師
と
し
て
勤
務

し
た
後
、
平
成
23
年
よ
り
大
学
に

移
り
、
教
育
・
研
究
に
従
事
し
て

き
ま
し
た
。
本
学
に
は
令
和
４
年

よ
り
准
教
授
と
し
て
奉
職
し
て
お

り
ま
す
。

　

現
在
、
本
学
で
は
令
和
８
年
度

か
ら
の
保
健
師
養
成
課
程
の
大
学

院
移
行
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
大
学
院
で
は
従
来
の

保
健
師
教
育
を
よ
り
一
層
充
実
さ

「
山
元
郁
子
先
生
を
語
り
継
ぎ
た
い
」

　
　
　
　
　

会
長　

兒
島　

淳
子

　

令
和
６
年
６
月
16
日　

山
元
先

生
は
享
年
96
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。

　

先
生
の
面
影
を
偲
び
な
が
ら
、

今
回
の
会
報
誌
を
通
し
て
、
先
生

へ
の
感
謝
の
思
い
を
申
し
上
げ
た

い
と
、
存
じ
ま
す
。

　

先
生
の
自
著
「
ひ
と
す
じ
に
」

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
、「
ご
経
歴
」

を
初
め
に
記
し
ま
す
。

昭
和
４
年　

出
生

鹿
児
島
県
立
興
健
女
子
学
院
（
３

年
課
程
）
卒
業

昭
和
24
年　

鹿
児
島
県
保
健
婦
と

し
て
川
内
・
宮
之
城
・
出
水
保
健

所
勤
務

昭
和
35
年　

出
水
保
健
所
婦
長

昭
和
38
年
４
月
か
ら　

鹿
児
島
大

学
医
学
部
附
属
保
健
婦
学
校
講

師
・
教
務
主
任

平
成
元
年
４
月　

鹿
児
島
大
学
医

療
技
術
短
期
大
学
部
専
攻
科
地
域

看
護
学
特
別
専
攻
助
教
授

　
　
　
　

５
月　

主
任

平
成
３
年
10
月　

教
授

平
成
４
年
３
月　

退
職　

以
上
29
年
間
、
鹿
児
島
大
学
に
お

い
て
教
鞭
を
と
ら
れ
ま
し
た
。
城

山
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
桜
ケ
丘
キ
ャ

ン
パ
ス
へ
と
学
び
舎
が
移
る
経
過

の
中
で
、
教
育
の
実
際
の
み
な
ら

ず
、
学
び
の
環
境
を
整
え
る
た
め

に
国
や
県
等
に
も
働
き
か
け
ら

れ
、
学
内
の
先
生
方
や
事
務
関
係

の
方
々
と
共
に
奔
走
さ
れ
た
と
伺

い
ま
し
た
。
先
生
の
薫
陶
を
受
け

社
会
に
送
り
出
さ
れ
た
学
生
は

６
０
０
名
余
。
日
本
の
保
健
師
教

育
界
で
、
も
っ
と
も
長
期
に
わ

た
っ
て
教
育
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
平
成
４
年
に
厚
生

大
臣
表
彰
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
ど
の
時
期
に
先
生
と

の
接
点
が
あ
ら
れ
た
で
し
ょ
う

か
？

　

先
生
は
、
同
窓
会
の
設
立
に
向

け
て
も
、
そ
の
重
要
性
と
継
続
し

た
活
動
の
意
義
に
も
視
点
を
置
か

れ
、
昭
和
54
年
１
月
の
発
会
前
よ

り
尽
力
さ
れ
、
同
窓
会
長
職
も
、

平
成
５
年
度
か
ら
16
年
度
ま
で
通

算
12
年
間
そ
の
任
に
従
事
下
さ
い

ま
し
た
。

　
「
山
元
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
、

穏
や
か
に
述
べ
ら
れ
る
重
厚
な
声

大
学
院
化
に
向
け
て

が
今
も
耳
に
聞
こ
え
そ
う
で
す
。

先
生
に
お
目
に
か
か
り
た
く
、
全

国
か
ら
卒
業
生
が
同
窓
会
に
か
け

つ
け
る
事
で
し
た
。
先
生
の
記
憶

力
、
と
り
わ
け
、
個
人
名
と
在
学

時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
就
職
に
向
け

て
の
助
言
等
を
し
っ
か
り
覚
え
て

お
ら
れ
た
こ
と
は
、
思
い
出
す
だ

け
で
も
そ
の
愛
情
を
想
う
と
涙
が

こ
ぼ
れ
て
き
ま
す
。
教
え
子
の
成

長
や
困
難
に
向
き
合
っ
て
い
る
こ

と
も
熟
知
さ
れ
、
い
つ
も
温
か
く

抱
き
留
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

先
生
に
お
か
れ
て
は
、
令
和
６

年
の
あ
る
時
、
息
子
様
に
「
し
お

さ
い
会
へ
の
寄
付
を
よ
ろ
し
く
頼

み
ま
す
よ
。」
と
、伝
え
て
下
さ
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
秋

に
、
同
窓
会
へ
の
寄
付
を
頂
戴
致

し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
私
は
限
ら

れ
た
先
生
と
の
面
会
の
機
会
に
、

先
生
の
手
に
触
れ
て
「
し
お
さ
い

会
を
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。」

と
、
言
葉
に
し
ま
し
た
。
先
生
が

握
り
返
し
て
下
さ
っ
た
温
も
り
を

忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
先
生
の
こ

と
を
感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
、
語

り
継
い
で
ゆ
き
た
い
で
す
。
夏
の

同
窓
会
の
場
に
先
生
の
ゆ
か
り
の

品
と
お
写
真
を
展
示
し
ま
す
。
皆

様
と
の
語
ら
い
の
中
に
、
先
生
を

身
近
に
偲
び
た
く
存
じ
ま
す
。

「
山
元
先
生
、
心
よ
り
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。」
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【同僚の声も紹介します！】　　　　　　　　　　平成 15年卒　帖佐　桂子
　協会けんぽに入って半年。保健指導のロールプレイングやお互いの情報交換、仕

事での悩み相談などにより、先輩方の仕事に対する熱心さを目の当たりし、とても

刺激になっています。またライフワークバランスをとって家族や趣味も大切にしな

がら仕事をされている姿を見て、私も考え方が大きく変わりました。これからも協

会けんぽで仕事を楽しみながら頑張ります！

仕事と家庭の両立ができ
大変働きやすい職場環境です！

　　　　　　　　　　　　　協会けんぽ鹿児島支部
平成７年卒　西青木　美代

　協会けんぽ鹿児島支部は、主に中小企業で働く従業員とその家族約 59 万人の加入者と約３万事業所（令和

５年度末現在）からなる保険者です。県内全域に 13 名の保健師が在籍しており、加入者のみなさまが「その

人らしく」「ありたい姿で働き続けることが出来るよう支援する」ことを目指して保健事業を展開しております。

私たちの主な業務は、生活習慣病に対する特定保健指導・重症化予防対策・事業所が取り組む健康づくり支援

です。さまざまな加入者の皆様と特定保健指導等を通してそれぞれの健康課題に共に取り組むことは、この職

場で働く大きなやりがいとなっております。協会けんぽでは支部内の研修でより質の高い保健指導を行うため

にロールプレイング等で日々の支援を振り返り、互いに研鑽して更なるスキルアップに務めています。普段は

一人一人が事業所を回る業務のため、支援内容の相談や困り事もこの研修で上司や同僚から助言を頂けること

が仕事のモチベーション維持に繋がっています。労働人口の減少や従業員の高齢化、働き方の変化など社会を

取り巻く環境が刻々と変わっています。健康を守り活気ある働き手を支えられるよう、私たち協会けんぽ保健

師の存在意義を感じながら従事していきたい所存です。

職 場 紹 介

　【ある日のスケジュール】
　　　　　６時：起床　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13時：事業所訪問
　　　　　　　　子どもの弁当作り　　　　　　　　　　　　　　16〜17時：帰宅、入力作業、電話支援
　　　　　９時：事業所訪問（特定保健指導）　　　　　　　　　19時：夕食・片付け
　　　　　　　　次の事業所へ移動　　　　　　　　　　　　　　20時〜犬の散歩・入浴・洗濯
　　　　　11時：帰宅、訪問内容の入力　　　　　　　　　　　　22時：韓ドラタイム（心の洗濯）
　　　　　　　　電話支援（特定保健指導の継続支援）　　　　　23〜24時：就寝
　　　　　12時：昼食・次の事業所へ移動
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